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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
３つ以上のモノマーを含む重合混合物の反応性生物を含む、架橋陽イオン交換ポリマーで
あって、前記モノマーは、式１１、式２２、および式３３に対応し、
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　（ｉ）式１１に対応するモノマーは、前記重合混合物中の式１１、２２、および３３の
モノマーの総重量に基づいて、少なくとも約８５重量％を占め、かつ式２２に対応するモ
ノマー対式３３に対応するモノマーの重量比は、約４：１～約１：４であるか、または
　（ｉｉ）前記重合混合物中の式１１のモノマーのモル分率は、式１１、２２、および３
３のモノマーのモル総数に基づいて、少なくとも約０．８７であり、重合混合物における
式２２のモノマー対式３３のモノマーのモル比は、約０．２：１～約７：１であり、かつ
　式１１、式２２、および式３３は、以下の構造に対応し、
【化３７】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１１は、任意で保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
架橋陽イオン交換ポリマー。
【請求項２】
式１１、式２２、および式３３は、以下の構造に対応する、
【化３８】

請求項１に記載のポリマー。
【請求項３】
Ａ１１は、保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸である、請求項１に記
載のポリマー。
【請求項４】
前記重合混合物は、重合開始剤をさらに含む、請求項１～３のうちのいずれか１項に記載
のポリマー。
【請求項５】
酸または塩形態の架橋陽イオン交換ポリマーであって、請求項１～４のうちのいずれか１
項に記載の前記架橋ポリマーおよび加水分解剤の反応性生物を含む、陽イオン交換ポリマ
ー。
【請求項６】
式１、２、および３に対応する構造単位を含む架橋陽イオン交換ポリマーであって、
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　（ｉ）式１に対応する前記構造単位は、前記重合反応において使用されるモノマーの前
記量から計算される、前記ポリマー中の式１、２、および３の構造単位の総重量に基づい
て、少なくとも約８５重量％を占め、式２に対応する構造単位対式３に対応する構造単位
の重量比は、約４：１～約１：４であるか、または
　（ｉｉ）前記ポリマー中の式１の前記構造単位のモル分率は、前記重合反応において使
用されるモノマーの量から計算される、式１、２、および３の構造単位のモル総数に基づ
いて、少なくとも約０．８７であり、式２の構造単位対式３の構造単位のモル比は、約０
．２：１～約７：１であり、かつ
　式１、式２、および式３は、以下の構造に対応し、
【化３９】

式中、
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリールであり
、
　Ａ１は、その塩または酸形態で、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
架橋陽イオン交換ポリマー。
【請求項７】
式１、式２、および式３は、以下の構造に対応する、請求項６に記載のポリマー。
【化４０】

【請求項８】
式３または３３のＸ２は、（ａ）－（ＣＨ２）ｄ－Ｏ－（ＣＨ２）ｅ－または－（ＣＨ２

）ｄ－Ｏ－（ＣＨ２）ｅ－Ｏ－（ＣＨ２）ｄ－のいずれかから選択されるエーテル部分で
あって、式中、ｄおよびｅは独立して、１～５の整数であるか、または（ｂ）前記式－Ｃ
（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－のアミド部分であって、式中、ｐは１～
８の整数であるか、または（ｃ）式３または３３は、前記エーテル部分および前記アミド
部分を有する構造単位の混合物である、請求項１および３～６のうちのいずれか１項に記
載のポリマー。
【請求項９】
Ｘ２はアルキレンであり、場合によってエチレン、プロピレン、ブチレン、ペンチレン、
またはヘキシレンである、請求項１および３～６のうちのいずれか１項に記載のポリマー
。
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【請求項１０】
Ｘ１はフェニレンである、請求項１、３～６、８および９のうちのいずれか１項に記載の
ポリマー。
【請求項１１】
Ｒ１およびＲ２は水素である、請求項１、３～６および８～１０のうちのいずれか１項に
記載のポリマー。
【請求項１２】
前記陽イオンの塩は、カルシウム、ナトリウム、またはそれらの組み合わせである、請求
項１～１１のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
【請求項１３】
前記塩の陽イオンはカルシウムである、請求項１２に記載のポリマー。
【請求項１４】
動物対象において胃腸管からカリウムを除去するための医薬組成物であって、請求項１～
１１のうちのいずれか１項に記載のポリマーを含み、それによって、前記医薬組成物は、
前記対象の胃腸管を通過し、治療上有効量のカリウムイオンを前記対象の胃腸管から除去
する、医薬組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
上述の架橋陽イオン交換ポリマーを形成する方法は、架橋ポリマーを加水分解剤で加水分
解することをさらに含み得る。
　本発明の好ましい実施形態では、例えば以下が提供される：
（項目１）
架橋陽イオン交換ポリマー塩を含む医薬組成物であって、かつ前記組成物の総重量に基づ
いて、約１０重量％～約４０重量％の線状ポリオールを含み、前記架橋陽イオン交換ポリ
マーは、式１および２、式１および３、または式１、２、および３に対応する構造単位を
含み、
　式１、式２、および式３は、以下の構造によって表され、
【化２６】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１は、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
　医薬組成物。
（項目２）
架橋陽イオン交換ポリマー塩および線状ポリオールを含む医薬組成物であって、前記架橋
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陽イオン交換ポリマーは、式１および２、式１および３、または式１、２、および３に対
応する構造単位を含み、
式１、式２、および式３は、以下の構造によって表され、
【化２７】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１は、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分であり、
　前記線状ポリオールは、同一温度および貯蔵時間で、線状ポリオールを含有しないこと
以外は同一の組成物と比較して、貯蔵時の前記陽イオン交換ポリマーからのフッ化物イオ
ンの放出を減少させるために十分な量で、前記組成物中に存在し、貯蔵後の前記組成物中
の無機フッ素は、１０００ｐｐｍ以下である、医薬組成物。
（項目３）
式１、２、および３によって表される前記構造単位は、以下の構造

【化２８】

によって表される、項目１または２に記載の医薬組成物。
（項目４）
前記ポリマーは、式１、２および３に対応する構造単位を含む、項目１～３のうちのいず
れか１項に記載の医薬組成物。
（項目５）
　（ｉ）式１に対応する前記構造単位が、重合反応において使用されるモノマーの量から
計算される、前記ポリマー中の式１、２、および３の構造単位の総重量に基づいて、少な
くとも約８５重量％を占め、式２に対応する前記構造単位対式３に対応する前記構造単位
の重量比が、約４：１～約１：４であるか、または
　（ｉｉ）前記ポリマー中の式１の前記構造単位のモル分率が、重合反応において使用さ
れるモノマーの量から計算される、式１、２、および３の前記構造単位のモルの総数に基
づいて、少なくとも約０．８７であり、式２の前記構造単位対式３の前記構造単位のモル
比が、約０．２：１～約７：１であるか、
のいずれかである、項目１～４のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
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（項目６）
前記ポリマーは、式１および２に対応する構造単位を含む、項目１～３のうちのいずれか
１項に記載の医薬組成物。
（項目７）
前記ポリマーは、式１および３に対応する構造単位を含む、項目１～３のうちのいずれか
１項に記載の医薬組成物。
（項目８）
架橋陽イオン交換ポリマー塩を含む医薬組成物であって、かつ前記組成物の総重量に基づ
いて、約１０重量％～約４０重量％の線状ポリオールを含み、前記架橋陽イオン交換ポリ
マーは、（ｉ）式１１および式２２、（ｉｉ）式１１および３３、または（ｉｉｉ）式１
１、２２、および３３のうちのいずれかのモノマーを含む、重合混合物の反応生成物であ
り、
　式１１、式２２、および式３３は、以下の構造によって表され、
【化２９】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１１は、任意で保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
医薬組成物。
（項目９）
架橋陽イオン交換ポリマー塩および線状ポリオールを含む医薬組成物であって、前記架橋
陽イオン交換ポリマーは、（ｉ）式１１および２２、（ｉｉ）式１１および３３、または
（ｉｉｉ）式１１、２２、および３３のうちのいずれかのモノマーを含む、重合混合物の
反応生成物であり、
　前記線状ポリオールは、同一温度および貯蔵時間で、線状ポリオールを含有しないこと
以外は同一の組成物と比較して、貯蔵時の前記ポリマーからのフッ化物イオンの前記放出
を減少させるために十分な量で、前記組成物中に存在し、貯蔵後の前記組成物中の無機フ
ッ素は、１０００ｐｐｍ以下であり、かつ
　式１１、式２２、および式３３は、以下の構造によって表され、
【化３０】
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式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１１は、任意で保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２はアルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
医薬組成物。
（項目１０）
Ａ１１は、保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸である、項目８または
９に記載の医薬組成物。
（項目１１）
式１１、２２、および３３は、以下の構造によって表される、
【化３１】

項目８～１０のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目１２）
前記ポリマーは、式１１、２２、および３３に対応する構造単位を含む、項目８～１０の
うちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目１３）
　（ｉ）式１１に対応するモノマーは、重合混合物中の式１１、２２、および３３のモノ
マーの総重量に基づいて、少なくとも約８５重量％を占め、式２２に対応するモノマー対
式３３に対応するモノマーの重量比は、約４：１～約１：４であるか、または
　（ｉｉ）重合混合物中の式１１のモノマーのモル分率は、式１１、２２、および３３の
モノマーのモル総数に基づいて、少なくとも約０．８７であり、重合混合物における式２
２のモノマー対式３３のモノマーのモル比は、約０．２：１～約７：１であるか、のいず
れかである、
項目１２に記載の医薬組成物。
（項目１４）
前記ポリマーは、式１１および２２に対応する構造単位を含む、項目８～１１のうちのい
ずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目１５）
前記ポリマーは、式１１および３３に対応する構造単位を含む、項目８～１１のうちのい
ずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目１６）
前記陽イオン交換ポリマーは、加水分解、イオン交換、または加水分解およびイオン交換
を経る、項目８～１５のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目１７）
前記重合混合物は、重合開始剤をさらに含む、項目８～１６のうちのいずれか１項に記載
の医薬組成物。
（項目１８）
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前記架橋陽イオン交換ポリマーは、（１）重合開始剤と（ｉ）式１１および２２、（ｉｉ
）式１１および３３、または（ｉｉｉ）式１１、２２、および３３のうちのいずれかの前
記モノマーとの、そして（２）加水分解剤との反応の生成物である、項目８～１７のうち
のいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目１９）
前記エーテル部分は、－（ＣＨ２）ｄ－Ｏ－（ＣＨ２）ｅ－または－（ＣＨ２）ｄ－Ｏ－
（ＣＨ２）ｅ－Ｏ－（ＣＨ２）ｄ－であり、式中、ｄおよびｅは独立して、１～５の整数
であるか、または前記アミド部分は、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）
－であり、式中、ｐは１～８の整数である、項目１８に記載の医薬組成物。
（項目２０）
Ａ１１は、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸である、項目８～１９のうちのいずれ
か１項に記載の医薬組成物。
（項目２１）
前記重合混合物は、重合開始剤を含まない、項目８～２０のうちのいずれか１項に記載の
医薬組成物。
（項目２２）
前記加水分解剤は、強塩基である、項目１８～２１のうちのいずれか１項に記載の医薬組
成物。
（項目２３）
前記塩の前記陽イオンは、カルシウム、ナトリウム、またはそれらの組み合わせである、
項目１～２２のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目２４）
前記塩の前記陽イオンは、カルシウムである、項目２３に記載の医薬組成物。
（項目２５）
前記組成物は、前記組成物の総重量に基づいて、約１５重量％～約３５重量％の線状ポリ
オールを含む、項目１～２４のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目２６）
前記線状ポリオールは、アラビトール、エリトリトール、グリセロール、マルチトール、
マンニトール、リビトール、ソルビトール、キシリトール、トレイトール、ガラクチトー
ル、イソマルト、イジトール、ラクチトール、およびそれらの組み合わせからなる群から
選択される、項目１～２５のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目２７）
前記線状ポリオールは、アラビトール、エリトリトール、グリセロール、マツチトール、
マンニトール、リビトール、ソルビトール、キシリトール、およびそれらの組み合わせか
らなる群から選択される、項目１～２５のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目２８）
前記線状ポリオールは、ソルビトール、キシリトール、またはそれらの組み合わせである
、項目１～２５のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目２９）
線状ポリオールの前記組成物、ポリマー、および水分または水の総重量に基づいて、１０
重量％～２５重量％の水分または水をさらに含む、項目１～２８のうちのいずれか１項に
記載の医薬組成物。
（項目３０）
貯蔵後の前記組成物中の無機フッ素は、１０００ｐｐｍ以下である、項目１、３～８およ
び１０～２９のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目３１）
無機フッ素の濃度は、約４０℃で約６週間の貯蔵後、約１０００ｐｐｍ未満である、項目
１～２９のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目３２）
無機フッ素の濃度は、約２５℃で約６週間の貯蔵後、約５００ｐｐｍ未満である、項目１



(9) JP 2012-500806 A5 2012.10.11

～２９のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目３３）
無機フッ素の濃度は、約５℃で約６週間の貯蔵後、約３００ｐｐｍ未満である、項目１～
２９のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物。
（項目３４）
Ｒ１、Ｒ２、Ｘ１、およびＸ２は非置換である、項目１～３３のうちのいずれか１項に記
載の医薬組成物。
（項目３５）
胃腸管からカリウムを除去するための医薬組成物であって、前記治療は、項目１～３４の
うちのいずれか１項に記載の医薬組成物を、それを必要とする動物対象に投与することを
含み、それによって、前記医薬組成物は、前記対象の前記胃腸管を通過し、治療上有効量
のカリウムイオンを、前記対象の前記胃腸管から除去する、医薬組成物。
（項目３６）
胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーまたは医薬組成物であっ
て、前記治療は、架橋陽イオン交換ポリマーまたは項目１～３４のうちのいずれか１項に
記載の医薬組成物を、それを必要とする動物対象に１日１回投与することを含み、前記ポ
リマーの１日量は、１日３回投与される同一ポリマーの同一日量の少なくとも７５％のカ
リウム結合能力を有する。
（項目３７）
前記ポリマーは、式１および２、式１および３、または式１、２、および３に対応する構
造単位を含み、式１、式２、および式３は、以下の構造によって表され、

【化３２】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１は、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
項目３６に記載のポリマーまたは組成物。
（項目３８）
前記ポリマーは、（ｉ）式１１および２２、（ｉｉ）式１１および３３、または（ｉｉｉ
）式１１、２２、および３３のうちのいずれかのモノマーを含む、重合混合物の反応生成
物であり、式１１、式２２、および式３３は、以下の構造によって表され、
【化３３】
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式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１１は、任意で保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
項目３６に記載のポリマーまたは組成物。
（項目３９）
胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーまたは医薬組成物であっ
て、前記治療は、有効量の架橋陽イオン交換ポリマーまたは項目１～７、および２３～３
４のうちのいずれか１項に記載の医薬組成物を、それを必要とする動物対象に１日１回投
与することを含み、前記ポリマーまたは前記組成物を１日１回摂取する対象の２５％未満
が、軽度または中度の胃腸副作用を経験し、前記ポリマーは、式１および２、式１および
３、または式１、２、および３に対応する構造単位を含み、式１、式２、および式３は、
以下の構造によって表され、
【化３４】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１は、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
架橋陽イオン交換ポリマーまたは医薬組成物。
（項目４０）
前記胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーまたは医薬組成物で
あって、前記処置は、有効量の架橋陽イオン交換ポリマーまたは項目８～３４のうちのい
ずれか１項に記載の前記医薬組成物を、それを必要とする動物対象に１日１回投与するこ
とを含み、前記ポリマーまたは前記組成物を１日１回摂取する対象の２５％未満が、軽度
または中度の胃腸副作用を経験し、前記ポリマーは、（ｉ）式１１および２２、（ｉｉ）
式１１および３３、または（ｉｉｉ）式１１、２２、および３３のうちのいずれかのモノ
マーを含む重合混合物の反応生成物であり、式１１、式２２、および式３３は、以下の構
造によって表され、
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【化３５】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１１は、任意で保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
架橋陽イオン交換ポリマーまたは医薬組成物。
（項目４１）
前記ポリマーまたは前記組成物は、１日２回投与される、項目３６～４０のうちのいずれ
か１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目４２）
前記ポリマーまたは前記組成物は、１日２回投与され、前記ポリマーまたは前記組成物を
１日２回摂取する対象の２５％未満は、中度または軽度の胃腸副作用を経験する、項目３
９または４０に記載のポリマーまたは組成物。
（項目４３）
１日２回投与される前記日量の前記ポリマーまたは前記組成物は、１日３回投与される同
一日量の同一ポリマーまたは同一組成物の少なくとも８５％のカリウム結合能力を有する
、項目４１または４２に記載のポリマーまたは組成物。
（項目４４）
１日２回投与される前記日量の前記ポリマーまたは前記組成物は、１日３回投与される同
一日量の同一ポリマーまたは同一組成物の少なくとも９５％のカリウム結合能力を有する
、項目４１または４２に記載のポリマーまたは組成物。
（項目４５）
１日１回または１日２回、前記ポリマーまたは組成物を摂取する対象の１７％未満が、軽
度または中度の胃腸副作用を経験する、項目３９～４４のうちのいずれか１項に記載のポ
リマーまたは組成物。
（項目４６）
１日１回または１日２回、前記ポリマーまたは組成物を摂取する前記動物対象は、深刻な
胃腸副作用を経験しない、項目３９～４４のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは
組成物。
（項目４７）
１日１回または１日２回投与される前記ポリマーまたは前記組成物は、１日３回投与され
る場合と同一日量の同一ポリマーまたは同一組成物とほぼ実質的に同一の耐容性を有する
、項目３９～４６のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目４８）
Ａ１１は、保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸である、項目３８およ
び４０～４７のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目４９）
１日１回投与される前記日量の前記ポリマーまたは前記組成物は、１日３回投与される前
記同一日量の前記同一ポリマーまたは前記同一組成物の少なくとも８５％のカリウム結合
能力を有する、項目３５～４８のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
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（項目５０）
１日１回投与される前記日量の前記ポリマーまたは前記組成物は、１日３回投与される前
記同一日量の前記同一ポリマーまたは前記同一組成物の少なくとも９５％のカリウム結合
能力を有する、項目３５～４８のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目５１）
前記重合混合物は、重合開始剤をさらに含む、項目３８および４０～５０のうちのいずれ
か１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目５２）
前記架橋陽イオン交換ポリマーは、（１）重合開始剤および（ｉ）式１１および２２、（
ｉｉ）式１１および３３、または（ｉｉｉ）式１１、２２、および３３のうちのいずれか
の前記モノマー、および（２）加水分解剤の反応の生成物である、項目３８および４０～
５１のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目５３）
前記エーテル部分は、－（ＣＨ２）ｄ－Ｏ－（ＣＨ２）ｅ－または－（ＣＨ２）ｄ－Ｏ－
（ＣＨ２）ｅ－Ｏ－（ＣＨ２）ｄ－であり、式中、ｄおよびｅは独立して、１～５の整数
であるか、または前記アミド部分は、－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）
－であり、式中、ｐは１～８の整数である、項目５２に記載のポリマーまたは組成物。
（項目５４）
Ａ１１は、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸である、項目３８および４０～５３の
うちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目５５）
前記重合混合物は、重合開始剤を含まない、項目３８および４０～５４のうちのいずれか
１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目５６）
前記胃腸管からカリウムを除去するための線状ポリオール安定化架橋脂肪族カルボン酸ポ
リマーであって、前記治療は、有効量の線状ポリオール安定化架橋脂肪族カルボン酸ポリ
マーを投与することを含み、線状ポリオールによる安定化なしの、同一用量および同一投
与頻度の同一ポリマーと比較して、約５％多くのカリウムを抽出する、線状ポリオール安
定化架橋脂肪族カルボン酸ポリマー。
（項目５７）
前記安定化ポリマーは、線状ポリオールによる安定化なしの、同一用量および同一投与頻
度の同一ポリマーと比較して、約１０％多くのカリウムを前記対象から抽出する、項目５
６に記載のポリマー。
（項目５８）
前記安定化ポリマーは、線状ポリオールによる安定化なしの、同一用量および同一投与頻
度の同一ポリマーと比較して、約１５％多くのカリウムを前記対象から抽出する、項目５
６に記載のポリマー。
（項目５９）
前記安定化ポリマーは、線状ポリオールによる安定化なしの、同一用量および同一投与頻
度の同一ポリマーと比較して、約２０％多くのカリウムを前記対象から抽出する、項目５
６に記載のポリマー。
（項目６０）
血清カリウム値は、前記対象において減少する、項目３５～５９に記載のポリマーまたは
組成。
（項目６１）
前記対象は、高カリウム血症を経験している、項目３５～５９に記載のポリマーまたは組
成。
（項目６２）
前記陽イオン交換ポリマーは、約１０ｇ／日～約３０ｇ／日の用量で投与される、項目３
４～６１のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
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（項目６３）
前記対象は、慢性腎疾患を罹患する、項目３４～６１のうちのいずれか１項に記載のポリ
マーまたは組成物。
（項目６４）
前記対象は、鬱血性心不全を罹患する、項目３４～６３のうちのいずれか１項に記載のポ
リマーまたは組成物。
（項目６５）
前記対象は、透析を受けている、項目６３または６４に記載のポリマーまたは組成物。
（項目６６）
前記対象はヒトである、項目３４～６５のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組
成物。
（項目６７）
前記ヒトは、カリウム滞留をもたらす薬剤で治療されている、項目６６に記載のポリマー
または組成物。
（項目６８）
前記陽イオン交換ポリマーおよびカリウム滞留をもたらす前記薬剤は、同時に投与される
、項目６７に記載のポリマーまたは組成物。
（項目６９）
カリウム滞留をもたらす前記薬剤は、アンジオテンシン変換酵素阻害剤である、項目６７
または６８に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７０）
前記アンジオテンシン変換酵素阻害剤は、カプトプリル、ゾフェノプリル、エナラプリル
、ラミプリル、キナプリル、ペリンドプリル、リシノプリル、ベナジプリル、ホシノプリ
ル、またはそれらの組み合わせである、項目６９に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７１）
カリウム滞留をもたらす前記薬剤は、アンジオテンシン受容体遮断薬である、項目６７ま
たは６８に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７２）
前記アンジオテンシン受容体遮断薬は、カンデサルタン、エプロサルタン、イルベサルタ
ン、ロサルタン、オルメサルタン、テルミサルタン、バルサルタン、またはそれらの組み
合わせである、項目７１に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７３）
カリウム滞留をもたらす前記薬剤は、アルドステロン拮抗剤である、項目６７または６８
に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７４）
前記アルドステロン拮抗剤は、スピロノラクトン、エプレレノン、またはそれらの組み合
わせである、項目７３に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７５）
前記日量は、少なくとも５ｇの陽イオン交換ポリマーである、項目３５～７４のうちのい
ずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７６）
前記日量は、少なくとも７．５ｇの陽イオン交換ポリマーである、項目３５～７４のうち
のいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７７）
前記日量は、少なくとも１０ｇの陽イオン交換ポリマーである、項目３５～７４のうちの
いずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７８）
前記日量は、少なくとも１５ｇの陽イオン交換ポリマーである、項目３５～７４のうちの
いずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目７９）
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前記陽イオン交換ポリマーは、他の方法で製剤化されていない、項目３５～７８のうちの
いずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目８０）
前記陽イオン交換ポリマーは、実質的に食品と反応しない、項目３５～７９のうちのいず
れか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目８１）
前記陽イオン交換ポリマーは、ソルビトールを負荷した架橋（カルシウム２－フルオロア
クリレート）－ジビニルベンゼン－１，７－オクタジエンポリマーである、項目３５～８
０のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目８２）
Ｒ１、Ｒ２、Ｘ１、Ｘ２またはそれらの任意の組み合わせは、非置換である、項目３５～
８１のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目８３）
胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーであって、前記治療は、
カリウム結合ポリマーを、それを必要とする動物対象に投与することを含み、前記カリウ
ム結合ポリマーは、酸または塩形態の酸性基を含む架橋陽イオン交換ポリマーであり、、
前記カリウム結合ポリマーは、約２０μｍ～約２００μｍの平均径を有する、略球状の粒
子の形態であり、前記粒子の約４容量％未満が、約１０μｍ未満の直径を有し、前記カリ
ウム結合ポリマーは、約４０００Ｐａ未満の沈渣降伏応力、およびポリマー１ｇあたり１
０ｇ未満の水の膨張率を有する、架橋陽イオン交換ポリマー。
（項目８４）
胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーであって、前記治療は、
カリウム結合ポリマーを、それを必要とする動物対象に投与することを含み、前記カリウ
ム結合ポリマーは、酸または塩形態の酸性基を含む架橋陽イオン交換ポリマーであり、前
記カリウム結合ポリマーは、約２５０μｍ未満の平均径を有する、略球状の粒子の形態で
あり、前記粒子の約４容量％未満が、約１０μｍ未満の直径を有し、前記カリウム結合ポ
リマーは、ポリマー１ｇあたり１０ｇ未満の水の膨張率を有し、ポリマー粒子の水和およ
び沈渣した塊は、約１，０００，０００Ｐａ・ｓ未満の粘度を有し、前記粘度は、０．０
１秒－１のせん断速度で測定される、架橋陽イオン交換ポリマー。
（項目８５）
血清カリウム値は、前記対象において減少する、項目８３または８４に記載のポリマー。
（項目８６）
前記対象は、高カリウム血症を経験している、項目８３、８４、または８５に記載のポリ
マー。
（項目８７）
前記平均径は、約２５μｍ～約１５０μｍである、項目８３～８６のうちのいずれか１項
に記載のポリマー。
（項目８８）
前記平均径は、約５０μｍ～約１２５μｍである、項目８３～８６のうちのいずれか１項
に記載のポリマー。
（項目８９）
前記粒子の約０．５容量％未満が、約１０μｍ未満の直径を有する、項目８３～８８のう
ちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目９０）
前記粒子の約４容量％未満が、約２０μｍ未満の直径を有する、項目８３～８８のうちの
いずれか１項に記載のポリマー。
（項目９１）
前記粒子の約０．５容量％未満が、約２０μｍ未満の直径を有する、項目８３～８８のう
ちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目９２）
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前記粒子の約４容量％未満が、約３０μｍ未満の直径を有する、項目８３～８８のうちの
いずれか１項に記載のポリマー。
（項目９３）
前記ポリマーは、約１～約５の膨張率を有する、項目８３～９２のうちのいずれか１項に
記載のポリマー。
（項目９４）
前記ポリマーは、約１～約３の膨張率を有する、項目８３～９２のうちのいずれか１項に
記載のポリマー。
（項目９５）
前記沈渣降伏応力は、４０００Ｐａ未満である、項目８４～９４のうちのいずれか１項に
記載のポリマー。
（項目９６）
前記沈渣降伏応力は、３０００Ｐａ未満である、項目８３～９４のうちのいずれか１項に
記載のポリマー。
（項目９７）
前記沈渣降伏応力は、２５００Ｐａ未満である、項目８３～９４のうちのいずれか１項に
記載のポリマー。
（項目９８）
前記ポリマーの水和および沈殿によって形成される、大量の前記ポリマー粒子は、約１，
０００，０００Ｐａ未満の粘度を有し、前記粘度は、０．０１秒－１のせん断速度で測定
される、項目８３および８５～９７のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目９９）
前記沈殿した塊の粒子は、８００，０００Ｐａ未満の粘度を有する、項目９８に記載のポ
リマー。
（項目１００）
前記沈殿した塊の粒子は、５００，０００Ｐａ未満の粘度を有する、項目９８に記載のポ
リマー。
（項目１０１）
乾燥形態の前記ポリマー粒子は、約１４未満の圧縮性指数を有し、前記圧縮性指数は、１
００＊（ＴＤ－ＢＤ）／ＴＤと定義され、ＢＤおよびＴＤは、それぞれバルク密度および
タップ密度である、項目８３～１００のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１０２）
前記圧縮性指数は、約１０未満である、項目１０１に記載のポリマー。
（項目１０３）
前記粒子は、表面特徴の頂上から谷までの平均距離は、約２μｍ未満である、項目８３～
１０２のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１０４）
前記粒子は、重合後に研磨または粉砕されない、項目８３～１０３のうちのいずれか１項
に記載のポリマー。
（項目１０５）
前記陽イオン交換ポリマーは、その他の方法で製剤化されない、項目８３～１０４のうち
のいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１０６）
前記陽イオン交換ポリマーは、実質的に食品と非反応性である、項目８３～１０５のうち
のいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１０７）
前記酸性基は、スルホン酸基、硫酸基、カルボン酸、ホスホン酸基、リン酸基、スルファ
ミン酸基、またはそれらの組み合わせである、項目８３～１０６のうちのいずれか１項に
記載のポリマー。
（項目１０８）
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前記ポリマーは、１日１回前記対象に投与され、１日１回前記ポリマーを摂取する対象の
２５％未満が、軽度または中度の胃腸管副作用を経験する、項目８３～１０７のうちのい
ずれか１項に記載のポリマー。
（項目１０９）
前記ポリマーは、１日２回前記対象に投与され、１日２回前記ポリマーを摂取する対象の
２５％未満が、軽度または中度の胃腸副作用を経験する、項目８３～１０７のうちのいず
れか１項に記載のポリマー。
（項目１１０）
１日１回または１日２回、前記ポリマーを摂取する対象の１７％未満が、軽度または中度
の胃腸副作用を経験する、項目１０８または１０９に記載のポリマー。
（項目１１１）
１日１回または１日２回、前記ポリマーを摂取する対象は、深刻な胃腸管副作用を経験し
ない、項目１１０に記載のポリマー。
（項目１１２）
１日１回または１日２回投与される前記ポリマーは、１日３回投与される前記同一日量の
前記同一ポリマーとほぼ実質的に同一の耐容性を有する、項目１０８～１１１のうちのい
ずれか１項に記載のポリマー。
（項目１１３）
前記ポリマーは、１日１回前記対象に投与され、１日量の前記ポリマーは、１日３回投与
される前記同一量の前記同一ポリマーの少なくとも７５％のカリウム結合能力を有する、
項目８３～１１２のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１１４）
前記ポリマーは、１日２回前記対象に投与され、１日量の前記ポリマーは、１日３回投与
される前記同一量の前記同一ポリマーの少なくとも７５％のカリウム結合能力を有する、
項目８３～１１２のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１１５）
１日１回または２回投与される前記量の前記ポリマーは、１日３回投与される前記同一量
の前記同一ポリマーの少なくとも８５％のカリウム結合能力を有する、項目１１３または
１１４に記載のポリマー。
（項目１１６）
１日１回または２回投与される前記量の前記ポリマーは、１日３回投与される前記同一量
の前記同一ポリマーの少なくとも９５％のカリウム結合能力を有する、項目１１３または
１１４に記載のポリマー。
（項目１１７）
前記日量は、少なくとも５ｇの陽イオン交換ポリマーである、項目１０８～１１６のうち
のいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１１８）
前記日量は、少なくとも７．５ｇの陽イオン交換ポリマーである、項目１０８～１１６の
うちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１１９）
前記日量は、少なくとも１０ｇのカリウム結合ポリマーである、項目１０８～１１６のう
ちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１２０）
前記日量は、少なくとも１５ｇのカリウム結合ポリマーである、項目１０８～１１６のう
ちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１２１）
前記陽イオン交換ポリマーは、少なくとも１つの架橋体および少なくとも１つのモノマー
に由来し、それらのプロトン化またはイオン化形態で酸性基を含有し、前記酸性基は、ス
ルホン酸、硫酸、カルボン酸、ホスホン酸、リン酸、スルファミン酸、およびそれらの組
み合わせから成る群から選択され、前記酸性基のイオン化の分率は、大腸における生理学
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的ｐＨにおいて、約７５％より大きい、項目８３～１２０のうちのいずれか１項に記載の
ポリマー。
（項目１２２）
前記陽イオン交換ポリマーは、その塩または酸形態であり、（ｉ）式１１および２２、（
ｉｉ）式１１および３３、または（ｉｉｉ）式１１、２２、および３３のうちのいずれか
のモノマーを含む、重合混合物の反応生成物であり、
　式１１、式２２、および式３３は、以下の構造によって表され、
【化３６】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１１は、任意で保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
項目８３～１２０のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１２３）
Ａ１１は、保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸である、項目１２２に
記載のポリマー。
（項目１２４）
前記重合混合物は、重合開始剤をさらに含む、項目１２２または１２３に記載のポリマー
。
（項目１２５）
前記陽イオン交換ポリマーは、架橋脂肪族カルボン酸ポリマーである、項目８３～１２０
のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１２６）
前記陽イオン交換ポリマーは、架橋（カルシウム２－フルオロアクリレート）－ジビニル
ベンゼン－１，７－オクタジエンポリマーである、項目８３～１２０のうちのいずれか１
項に記載のポリマー。
（項目１２７）
前記対象はヒトである、項目８３～１２６のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１２８）
前記胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーであって、前記治療
は、１日１回または１日２回、架橋陽イオン交換ポリマーを、約２０μｍ～約２００μｍ
の平均径を有する略球状の粒子の形態で、それを必要とする動物対象に投与することを含
み、前記粒子の約４容量％未満が、約１０μｍ未満の直径を有し、１日１回または１日２
回投与される、１日量の前記ポリマーは、１日３回投与される前記同一日量の前記同一ポ
リマーの少なくとも７５％のカリウム結合能力を有する、架橋陽イオン交換ポリマー。
（項目１２９）
前記胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーであって、前記治療
は、１日１回または１日２回、架橋陽イオン交換ポリマーを、約２５０μｍ未満の平均径
を有する略球状の粒子の形態で、それを必要とする動物対象に投与することを含み、前記
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粒子の約４容量％未満が、約１０μｍ未満の直径を有し、かつポリマー１ｇあたり１０ｇ
未満の水の膨張率を有し、１日１回または１日２回投与される、１日量の前記ポリマーは
、１日３回投与される前記同一日量の前記同一ポリマーの少なくとも７５％のカリウム結
合能力を有する、架橋陽イオン交換ポリマー。
（項目１３０）
前記胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーであって、前記治療
は、１日１回または１日２回、架橋陽イオン交換ポリマーを、約２５０μｍ未満の平均径
を有する略球状の粒子の形態で、それを必要とする動物対象に投与することを含み、かつ
前記粒子の約４容量％未満が、約１０μｍ未満の直径を有し、１日１回または１日２回、
前記ポリマーを摂取する対象の２５％未満が、軽度または中度の胃腸副作用を経験する、
架橋陽イオン交換ポリマー。
（項目１３１）
血清カリウム値は、前記対象において減少する、項目１２８～１３０のうちのいずれか１
項に記載のポリマー。
（項目１３２）
前記対象は、高カリウム血症を経験している、１２８～１３１のうちのいずれか１項に記
載のポリマー。
（項目１３３）
前記平均径は、約２５μｍ～約１５０μｍである、項目１２８～１３２のうちのいずれか
１項に記載のポリマー。
（項目１３４）
前記平均径は、約５０μｍ～約１２５μｍである、項目１２８～１３２のうちのいずれか
１項に記載のポリマー。
（項目１３５）
前記粒子の約０．５容量％未満が、約１０μｍ未満の直径を有する、項目１２８～１３４
のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１３６）
前記粒子の約４容量％未満が、約２０μｍ未満の直径を有する、項目１２８～１３４のう
ちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１３７）
前記粒子の約０．５容量％未満が、約２０μｍ未満の直径を有する、項目１２８～１３４
のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１３８）
前記粒子の約４容量％未満が、約３０μｍ未満の直径を有する、項目１２８～１３４のう
ちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１３９）
１日１回または１日２回投与される前記ポリマーの前記量は、１日３回投与される前記同
一量の前記同一ポリマーの少なくとも８０％のカリウム結合能力を有する、項目１２８～
１３８のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１４０）
１日１回または１日２回投与される前記量の前記ポリマーは、１日３回投与される同一量
の前記同一ポリマーの少なくとも９０％のカリウム結合能力を有する、項目１２８～１３
８のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１４１）
３つ以上のモノマーを含む重合混合物の反応性生物を含む、架橋陽イオン交換ポリマーで
あって、前記モノマーは、式１１、式２２、および式３３に対応し、
　（ｉ）式１１に対応するモノマーは、前記重合混合物中の式１１、２２、および３３の
モノマーの総重量に基づいて、少なくとも約８５重量％を占め、かつ式２２に対応するモ
ノマー対式３３に対応するモノマーの重量比は、約４：１～約１：４であるか、または
　（ｉｉ）前記重合混合物中の式１１のモノマーのモル分率は、式１１、２２、および３
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３のモノマーのモル総数に基づいて、少なくとも約０．８７であり、重合混合物における
式２２のモノマー対式３３のモノマーのモル比は、約０．２：１～約７：１であり、かつ
　式１１、式２２、および式３３は、以下の構造に対応し、
【化３７】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１１は、任意で保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
架橋陽イオン交換ポリマー。
（項目１４２）
式１１、式２２、および式３３は、以下の構造に対応する、

【化３８】

項目１４１に記載のポリマー。
（項目１４３）
Ａ１１は、保護されているカルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸である、項目１４１に
記載のポリマー。
（項目１４４）
前記重合混合物は、重合開始剤をさらに含む、項目１４１～１４３のうちのいずれか１項
に記載のポリマー。
（項目１４５）
酸または塩形態の架橋陽イオン交換ポリマーであって、項目１４１～１４４のうちのいず
れか１項に記載の前記架橋ポリマーおよび加水分解剤の反応性生物を含む、陽イオン交換
ポリマー。
（項目１４６）
Ａ１１は、カルボン酸、ホスホン酸基、またはリン酸基である、項目１４１～１４５のう
ちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１４７）
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前記重合混合物は、重合開始剤を含まない、項目１４１～１４６のうちのいずれか１項に
記載のポリマー。
（項目１４８）
式１、２、および３に対応する構造単位を含む架橋陽イオン交換ポリマーであって、
　（ｉ）式１に対応する前記構造単位は、前記重合反応において使用されるモノマーの前
記量から計算される、前記ポリマー中の式１、２、および３の構造単位の総重量に基づい
て、少なくとも約８５重量％を占め、式２に対応する構造単位対式３に対応する構造単位
の重量比は、約４：１～約１：４であるか、または
　（ｉｉ）前記ポリマー中の式１の前記構造単位のモル分率は、前記重合反応において使
用されるモノマーの量から計算される、式１、２、および３の構造単位のモル総数に基づ
いて、少なくとも約０．８７であり、式２の構造単位対式３の構造単位のモル比は、約０
．２：１～約７：１であり、かつ
　式１、式２、および式３は、以下の構造に対応し、
【化３９】

式中、
　Ｒ１およびＲ２は独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリールであり
、
　Ａ１は、その塩または酸形態で、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
架橋陽イオン交換ポリマー。
（項目１４９）
式１、式２、および式３は、以下の構造に対応する、項目１４３に記載のポリマー。
【化４０】

（項目１５０）
式３または３３のＸ２は、（ａ）－（ＣＨ２）ｄ－Ｏ－（ＣＨ２）ｅ－または－（ＣＨ２

）ｄ－Ｏ－（ＣＨ２）ｅ－Ｏ－（ＣＨ２）ｄ－のいずれかから選択されるエーテル部分で
あって、式中、ｄおよびｅは独立して、１～５の整数であるか、または（ｂ）前記式－Ｃ
（Ｏ）－ＮＨ－（ＣＨ２）ｐ－ＮＨ－Ｃ（Ｏ）－のアミド部分であって、式中、ｐは１～
８の整数であるか、または（ｃ）式３または３３は、前記エーテル部分および前記アミド
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部分を有する構造単位の混合物である、項目１４１および１４３～１４８のうちのいずれ
か１項に記載のポリマー。
（項目１５１）
Ｘ２は前記エーテル部分であり、ｄは１～２の整数であり、かつｅは１～３の整数である
、項目１５０に記載のポリマー。
（項目１５２）
Ｘ２は前記アミド部分であり、ｐは４～６の整数である、項目１５０に記載のポリマー。
（項目１５３）
Ｘ２はアルキレンである、項目１４１および１４３～１４８のうちのいずれか１項に記載
のポリマー。
（項目１５４）
Ｘ２はエチレン、プロピレン、ブチレン、ペンチレン、またはヘキシレンである、項目１
５３に記載のポリマー。
（項目１５５）
Ｘ２はブチレンである、項目１５３に記載のポリマー。
（項目１５６）
Ｘ１はフェニレンである、項目１４１、１４３～１４８および１５０～１５５のうちのい
ずれか１項に記載のポリマー。
（項目１５７）
Ｒ１およびＲ２は水素である、項目１４１、１４３～１４８および１５０～１５６のうち
のいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１５８）
Ａ１１は保護されているカルボン酸である、項目１４１、１４３～１４８および１５０～
１５７のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１５９）
保護されているカルボン酸は、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－アルキルである、項目１５８に記載のポリ
マー。
（項目１６０）
前記加水分解剤は、強塩基である、項目１４５および１５０～１５９のうちのいずれか１
項に記載のポリマー。
（項目１６１）
強塩基は、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化マグネシウム、水酸化カルシウム
、またはそれらの組み合わせである、項目１６０に記載のポリマー。
（項目１６２）
前記架橋陽イオン交換ポリマーにおける式２２のモノマー対式３３のモノマーの重量比は
、約２：１～１：２である、項目１４１～１４５および１５０～１６１のうちのいずれか
１項に記載のポリマー。
（項目１６３）
前記架橋陽イオン交換ポリマーにおける式２２のモノマー対式３３のモノマーの重量比は
、約１：１である、項目１４１～１４５および１５０～１６１のうちのいずれか１項に記
載のポリマー。
（項目１６４）
前記架橋陽イオン交換ポリマーにおける式２２のモノマー対式３３のモノマーのモル比は
、０．２：１～３．５：１である、項目１４１～１４５および１５０～１６１のうちのい
ずれか１項に記載のポリマー。
（項目１６５）
前記架橋陽イオン交換ポリマーにおける式２２のモノマー対式３３のモノマーのモル比は
、０．５：１～約１．３：１である、項目１４１～１４５および１５０～１６１のうちの
いずれか１項に記載のポリマー。
（項目１６６）



(22) JP 2012-500806 A5 2012.10.11

架橋陽イオン交換ポリマーにおける式２の構造単位対式３の構造単位のモル比は、０．２
：１～３．５：１である、項目１４８～１６１のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１６７）
架橋陽イオン交換ポリマーにおける式２の構造単位対式３の構造単位のモル比は、０．５
：１～１．３：１である、項目１４８～１６１のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１６８）
前記陽イオンの塩は、カルシウム、ナトリウム、またはそれらの組み合わせである、項目
１４１～１６７のうちのいずれか１項に記載のポリマー。
（項目１６９）
前記塩の陽イオンはカルシウムである、項目１６８に記載のポリマー。
（項目１７０）
項目１４１～１６９のうちのいずれか１項に記載の架橋陽イオン交換ポリマー、および医
薬的に許容される賦形剤を含む、医薬組成物。
（項目１７１）
架橋陽イオン交換ポリマーを形成する方法であって、３つ以上のモノマーを含む混合物を
接触させて、前記架橋陽イオン交換ポリマーを形成することを含み、前記モノマーは、式
１１、式２２、および式３３に対応し、
　（ｉ）式１１に対応するモノマーは、重合混合物中の式１１、２２、および３３のモノ
マーの総重量に基づいて、少なくとも約８５重量％を占め、式２２に対応するモノマー対
式３３に対応するモノマーの重量比は、約４：１～約１：４であるか、または
　（ｉｉ）前記重合混合物中の式１１のモノマーのモル分率は、式１１、２２、および３
３のモノマーのモル総数に基づいて、少なくとも約０．８７であり、前記重合混合物中の
式２２のモノマー対式３３のモノマーのモル比は、約０．２：１～約７：１であり、かつ
　式１１、式２２、および式３３は、以下の構造に対応し、
【化４１】

式中、
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、水素、アルキル、シクロアルキル、またはアリー
ルであり、
　Ａ１１は、任意で保護されているカルボン酸、ホスホン酸基、またはリン酸基であり、
　Ｘ１は、アリーレンであり、
　Ｘ２は、アルキレン、エーテル部分、またはアミド部分である、
方法。
（項目１７２）
式１１、２２、および３３は、以下の構造
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【化４２】

に対応する、項目１７１に記載の方法。
（項目１７３）
前記架橋陽イオン交換ポリマーを加水分解剤で加水分解することをさらに含む、項目１７
１または１７２に記載の方法。
（項目１７４）
重合収率は、少なくとも約８５％である、項目１７１または１７２に記載の方法。
（項目１７５）
加水分解ステップ後の前記収率は、少なくとも約８５％である、項目１７３に記載の方法
。
（項目１７６）
Ａ１１は、カルボン酸、ホスホン酸、またはリン酸である、項目１７１～１７５のうちの
いずれか１項に記載の方法。
（項目１７７）
前記重合混合物は、重合開始剤を含まない、項目１７１～１７６のうちのいずれか１項に
記載の方法。
（項目１７８）
胃腸管からカリウムを除去するための架橋陽イオン交換ポリマーまたは医薬組成物であっ
て、前記治療は、項目１７０に記載の医薬組成物、または項目１４１～１６９のうちのい
ずれか１項に記載のポリマーを、それを必要とする動物対象に投与することを含み、それ
によって、前記医薬組成物または前記ポリマーは、前記対象の胃腸管を通過し、治療上有
効量のカリウムイオンを前記対象の胃腸管から除去する、架橋陽イオン交換ポリマーまた
は医薬組成物。
（項目１７９）
前記動物対象は哺乳類であり、項目１４１～１６９のうちのいずれか１項に記載の前記ポ
リマーが、前記対象に投与される、項目１７８に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１８０）
前記対象は、慢性腎疾患を罹患する、項目１７８または１７９に記載のポリマーまたは組
成物。
（項目１８１）
前記対象は、鬱血性心不全を罹患している、項目１７８または１７９に記載のポリマーま
たは組成物。
（項目１８２）
前記対象は、透析を受けている、項目１８０または１８１に記載のポリマーまたは組成物
。
（項目１８３）
前記対象は、高カリウム血症を経験している、項目１７８～１８２のうちのいずれか１項
に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１８４）
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前記対象はヒトである、項目１７８～１８３のうちのいずれか１項に記載のポリマーまた
は組成物。
（項目１８５）
前記カリウム結合ポリマーは、約１０ｇ／日～約３０ｇ／日の用量で投与される、項目１
７８～１８４のうちのいずれか１項に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１８６）
前記ヒトは、カリウム滞留をもたらす薬剤で治療されている、項目１８４または１８５に
記載のポリマーまたは組成物。
（項目１８７）
前記カリウム結合ポリマーおよびカリウム滞留をもたらす前記薬剤は、同時に投与される
、項目１８６に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１８８）
カリウム滞留をもたらす前記薬剤は、アンジオテンシン変換酵素阻害剤である、項目１８
６または１８７に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１８９）
前記アンジオテンシン変換酵素阻害剤は、カプトプリル、ゾフェノプリル、エナラプリル
、ラミプリル、キナプリル、ペリンドプリル、リシノプリル、ベナジプリル、ホシノプリ
ル、またはそれらの組み合わせである、項目１８８に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１９０）
カリウム滞留をもたらす前記薬剤は、アンジオテンシン受容体遮断薬である、項目１８６
または１８７に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１９１）
前記アンジオテンシン受容体遮断薬は、カンデサルタン、エプロサルタン、イルベサルタ
ン、ロサルタン、オルメサルタン、テルミサルタン、バルサルタン、またはそれらの組み
合わせである、項目１８９に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１９２）
カリウム滞留をもたらす薬剤は、アルドステロン拮抗薬である、項目１８６または１８７
に記載のポリマーまたは組成物。
（項目１９３）
前記アルドステロン拮抗薬は、スピロノルアクトン、エプレレノン、またはそれらの組み
合わせである、項目１９２に記載のポリマーまたは組成物。


	header
	written-amendment

